
235

人文学研究所報 No. 69，2023. 3

ニューズレター（第 2 号　2023 年 3 月 1 日発行）

2022 年度後期人文学研究所シンポジウム報告

「Literature Goes to School 
教室の中の文学　―　明治・大正期を中心に」開催報告書 
共同研究グループ「おとぎ話文化研究」

開催日：2022年 9月 3日（土）14：00～16：30
会　場：  神奈川大学みなとみらいキャンパス　米田吉盛記念

ホール（オンライン併用）

　本シンポジウムは，本共同研究グループのメンバーである
外国語学部英語英文学科教授の鈴木宏枝氏と村井が，本学外
国語学部の海外招聘研究者であるカナダのサイモン・フレイ
ザー大学准教授のメレック・オータバシ氏の協力のもとで企
画し，人文学研究所の主催により開催した。4人のパネリス
トが登壇し，明治・大正期の学校教育に文学がどのように取
り入れられ，受け止められたのかを，世界文学，児童文学，
教育学，図書館学など複数の視点から多角的に検討するとと
もに，教科書だけでなくそれ以外の図書，雑誌，口頭による
語りを含む，子どもを対象とした複数のメディアを射程に入
れて考察した。「教室の中の文学」という，現在議論の的と
なっている国語教育における文学の扱いの問題にもつながる
重要なテーマを，近代の学校教育の始まりに立ち返り，世界
とのつながりの中で捉え直す，初の試みといえる。講演は以
下のとおりである。
　1．「教材としての文学　―　明治と大正の教育者が欧米に学んだこと」

メレック・オータバシ（サイモン・フレイザー大学准教授，神奈川大学海外招聘研究者）
　2．「博文館『少年文学』叢書の受容：『二重の顧客』にむけての戦略」

柿本真代（京都華頂大学現代家政学部准教授）
　3．「戦前期口演童話について　―　叢書『実演お話集』を手がかりに」

宮路大朗（早稲田大学大学院教育学研究科修士課程）
　4．「日本児童図書館の黎明期」

加藤節子（東京子ども図書館司書）

　講演後のラウンドテーブル・ディスカッションには，講演者 4名に加え，鈴木氏がディスカッサント
として参加し，村井が司会を務めた。ディスカッションでは 4つの講演の中で提起された異なる分野か
らの論点を相互に関連づけることで，このテーマを今後さまざまな分野の研究者が国際的な視点から領
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域横断的に探求していくための道筋が示された。聴衆からの質問や提言も複数あり，終了時間を延長し
ての活発な議論の場となった。
　オンラインを併用した形式により，本テーマに関心を寄せる国内外の方々に広く参加いただける有意
義なシンポジウムとなった。会場参加者は 29名，オンライン参加者は 30名（申込数）であり，本学教
員・学生のほか，児童文学や教育学の研究者，学生，図書館司書，翻訳家，作家等，幅広い分野からの
参加があった。ご支援いただいた人文学研究所のみなさまに深く感謝申しあげます。

司会　村井まや子（外国語学部英語英文学科教授）
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講演会報告（1）

胡穎氏（神奈川大学，非常勤）「清末の五校特約成立過程の再検討」 
共同研究グループ「日中関係史」

開催日：2022年 12月 3日（土）
会　場：  神奈川大学MMキャンパス・200032室

（オンライン配信）

　胡穎氏の報告は，（1）20世紀の初頭に始まっ
た日本の一高における清国留学生の受け入れの費
用（教育費と寄宿舎の創設費など）を清国側が負
担していたことを指摘し，（2）明治時代の官立学
校の管轄機関である文部省が，この受入の過程に
如何に動いたのかを明らかにし，（3）後に五校特
約が成立する過程でこの一高の委託教育というモ
デルが踏襲された可能性を指摘する内容であった。
　この分析に使用された主な資料は，外務省外交
史料館の留学生関係資料，東京大学文書館所蔵の文部省往復文書，そして，東京大学所蔵の狩野亨吉文
書であった。とくに，狩野亨吉文書は，狩野が東京大学教養学部の前身である一高の校長を務めた
1898年から 1906年までの時期の文書を中心としたもので，一高の学業や寄宿寮のことはもちろん清国
留学生の受け入れに関連する文書などが含まれており，今後さらなる資料検討が必要である。

講演会報告（2）

小澤裕之氏講演会「マルシャーク『森は生きている』について」 
共同研究グループ「各国近代文学の研究」

開催日：2022年 12月 26日（月）
会　場：Zoom

　講演者の小澤裕之氏は，ロシア文学の研究者で，すでに研究書として『理知のむこう　ダニイル・ハ
ルムスの手法と詩学』（未知谷，2019）を刊行しているほか，やはりダニイル・ハルムスの『言語機械　
ハルムス選集』（未知谷，2019）を翻訳している。

　今回の講演会は，小澤裕之氏が翻訳したサムイル・マルシャーク『森は生きている～12の月のおと
ぎ話～』が収められた『小学館世界 J文学館』（小学館，2022）の刊行を記念して企画された。

　講演では，マルシャーク『森は生きている』を軸としながらも，作家紹介からスタートし，「1．『森
は生きている』について」では，『森は生きている』の成立について，もとになった昔話や散文『12の
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月』などの紹介・解説があった。また，スラブの昔話について，その広がりも紹介され，それらを「昔
話の話型」として整理・分析し，表と併せて提示された。
　「2．翻訳について」では，翻訳上の課題（の 1つ）であった，「まま娘は姉か妹か（ロシア語では同
一の単語）」をどのように解決したかについて，「姉／妹」と捉えた場合のプロットを分析し，昔話一般
に関わる知見（三浦佑之）も参照しながら，「妹」と解釈することにした根拠を説得的に述べられた。
最後に，参加者からの質疑があり，個別の論点について知見が深められた。

講演会報告（3）

マグダレナ・コウオジェイ氏講演会「Imperial Art Audiences」 
共同研究グループ「国際日本研究」

開催日：2023年 1月 18日（水）
会　場：神奈川大学みなとみらいキャンパス　4020室

　コウオジェイ氏のテーマは「Imperial Art Audiences」である。講演では，およそ 1920年代から 1940
年代初頭までの，植民地時代の韓国と台湾の新聞における近代美術の宣伝，両植民地における日本美術
のアートマーケット，そして展覧会の来場者の反応を中心に論じられた。コウオジェイ氏は，日本と植
民地時代の韓国・台湾の相互に関連した芸術界の関係を調査しており，本講演で自身の研究の焦点につ
いて紹介した。

　当時，政府の主催する美術の公募展覧会（東京と植民地の両方）は，二つの特別な点があった。一つ
目は近代美術の展示，二つ目は近代美術や美術館について人を教育するための重要な場となったことで
ある。コウオジェイ氏の研究によると，植民地での美術展は大日本帝国の支援を受けて開催され，来場
者に「大日本帝国」のイメージを定着させる狙いがあった。韓国や台湾のアーティストらの作品は，そ
の地に定住していた日本のアーティストらの作品と共に展示された。美術展を通じて，韓国と台湾は
「日本」の一部だという印象を与えた。この展覧会は，当時の大日本帝国を理解する上でも，重要なで
きごとであった。これらの点についての講演がなされ，質疑応答では，美術品の受容や現地の帝国理解
について議論が行われた。

　コウオジェイ氏の研究は，近代日本美術と帝国主義の影響に対する理解を深めることを目的としてい
る。帝国の芸術界を検証することによって，国家的な美術の研究に焦点を当てた美術史研究の欠点を示
した。日本近代美術の発展を深く理解するため，日本美術研究に植民地の美術を含めて検討することが
必要であるとの主張がなされた。
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調査研究報告（1）

10 月調査研究報告 
国際日本学部准教授　平山　昇

　2022年 10月 2日に熊本大学において久しぶりの対面形式でおこなわれた日本民俗学会第 74回年会
において，研究報告「都市祭礼の近代史」をおこなった。本報告は，グループ発表「都市祭礼の近現
代　―　松ばやしからどんたくへ」（座長　後藤晴子）の一部として行ったものである。

　本報告では，近代日本の都市祭礼の変容過程について，博多松囃子を事例として検討した。現在の博
多松囃子は博多どんたく開催中の 5月 3～4日に福博（福岡・博多）のまちを練り歩く形となってお
り，三福神（福神流，恵比須流，大黒流）と稚児流（東流，西流）から成る。本報告では，博多松囃子
の近代史を新聞資料などを活用して明らかにすることで，一見すると古式ゆかしい「伝統」に見える博
多松囃子が，実は軍隊（陸軍），メディア，商工業界，皇室ナショナリズム といった近代の諸要素と絡
みながら劇的に変容してきたことがみえてきた。

　この報告をふまえ，近代以外の時代の博多松囃子について報告した同じグループの他の報告者たち，
フロアの参加者たちと活発な議論を行い，博多のみならず近現代における都市祭礼について考察するた
めの手がかりを種々得ることができた。



弘前れんが倉庫美術館 八戸市美術館 十和田市美術館
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調査研究報告（2）

11 月調査研究報告 
国際日本学部教授　松本和也

　昭和戦前期，特に大政翼賛会文化部が主導した地方文化論を軸として，「日本文化」のエッセンスが
宿る「古層」としての地方の再発見‐再評価から，本土空襲の危機に瀕しての疎開の意味づけまで，
それはすぐれて言説的な出来事（の推移）であった。昭和 15年，沖縄を再発見しながらも，「沖縄方言
論争」をへて次第に距離をとるようになった柳宗悦が次に眼を向けたのは「東北」であった。あれか
ら，80年以上の時を経て，東北の現在はいかなる変化を遂げたのか。

　そうした視線の痕跡は，今なお残っているように思われるが，今や東北の最北端の青森県は，美術館
のメッカであり，特に日本で現代美術を鑑賞するには外せないエリアとなっている。今回の調査では，
こうした昭和戦前期／現在における「地方」の意味を考えながら，青森県の代表的美術館のうち 3館を
移動しながら鑑賞し，その文化的意義について検討した。

　旧吉井酒造煉瓦倉庫を田根剛の設計によって再創出した弘前れんが倉庫美術館では，「「もしもし，奈
良さんの展覧会はできませんか？」奈良美智展弘前 2002-2006ドキュメント展」が開催されており，メ
タ展覧会として地域で作り上げた展覧会のアーカイブ展示がなされていた。

　2021年にリニューアルオープンした八戸市美術館では「佐藤時啓―八戸マジックランタン―」
が開催されており，街の記憶を風景に重ねたサイト／タイムスペシフィックな写真が展示された。

　十和田市現代美術館では，「名和晃平　生成する表皮」を閲覧し，「表皮」をモチーフとした文字通り
世界レベルの現代美術をコンセプト／造形の双方から鑑賞することができた。

　いずれも，「地方／歴史」を美術を介して現代に接続する有意義な鑑賞体験であった。



南山手レストハウスを視点場とした東山手地区の景観（2022年 12月 26日，山口撮影）
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調査研究報告（3）

12 月調査研究報告 
国際日本学部准教授　山口太郎

　2022年 12月 26日～28日にかけて，長崎市において都市景観に関する調査を実施した。
　1．斜面住宅地である東山手・南山手地区をはじめとする定点観測地点での景観観察（27日実施）
　2．長崎市立図書館での「長崎国際文化都市建設法」に関する新聞記事の検索（26・28日実施）

　1．について，世界遺産に登録されているグラバー園や大浦天主堂がある南山手地区には，商業空間
が拡がっている。コロナ前に営業していた店舗のうち，グラバー園の入口より先にある複数の店舗でシ
ャッターや看板が下ろされた状態であった。
　長崎は夜景が有名であり，代表的な眺望地点は稲佐山から長崎港をはさんで山手や出島のある地域を
眺めるものである。これは遠景となる。それに対し，昼間に観光客が多く訪れるグラバー園からは，小
河川の大浦川の対岸に位置する東山手地区の教育施設群や住宅群を眺めることができる。これは中景と
なる。グラバー園の近くに位置する洋館である南山手レストハウスから中景となる東山手地区の景観を
10年以上観察してきたが，この数年で東山手地区の住宅の数が減ってきている。その一因に，上へ上
へと階段が延びていたこの地区に尾根道につながる幅の広い道路が整備されたことがある。居住者の交
通利便性が高まったと同時に，南山手からの眺望景観に変化が生じたことになる。
　また，いわゆる「まちなか」の平地では，高層の集合住宅やホテルの建設が目立った。現在長崎市で
は「立地適正化計画」に基づき，斜面住宅地から「まちなか」への居住地移動の推進が図られている。
斜面住宅地である東山手の住宅が減り，平地である「まちなか」の集合住宅の増加という土地利用上の
変化が，そのまま居住者の移動とは限らない。これを知るためには，例えば新規集合住宅居住者に前住
地を聞くアンケートの実施などが必要となろう。
　2．について，今回調査したのは「長崎国際文化都市建設法」が国会で可決された 1949年 5月から 7
月の市民投票を経て，8月 9日の公布までの期間である。「長崎日日新聞」5月 12日付では，本法案が
広島で出された「平和都市建設法案」に対し，「乗遅れないために陳情したもので，長崎の市の方は法
案も出ていなかった」「法案は平和都市を二つ作ることは出来ないため文化都市の名で平和都市法案に
準ずることになった」といった法案名の背景を知ることができた。詳細は，今後分析していく。


